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子ども達はそれぞれにさまざまな活動を頑張っています。

に入り、2週間が過ぎました。新型コ    スの感染状況はずいぶん落ち着いてきましたが、浜

は、引き続き、感染対策を続けなが     を送っています。季節もすっかり秋になり、過ご

すい気候となりました。運動の秋、文化      と、何をするにしても気持ちの入りやすい時期

です。子ども達はそれぞれに落ち着いた環境で、さまざまな活動に取り組んでいます。

です。

たんぼぽ学級の子ども達は、できるだけ早く収穫できるもの選び、短期集

中型で栽培活動に取り組んでいました。もちろん農薬などは使わずに育てて

いるため、毎日がアオムシとの闘いでした。子ども達は先生と一緒に毎日学

級園を訪れ、「大きくなあれ、おいしくなあれ。」とおまじないをかけながら、

水やりを頑張っていました。そして、収穫した大根を、一つひとつ心を込めた

メッセージ゙を書いた封筒に入れて先生方にも配ってくれました。

新鮮なことは当たり前ですが、子ども達の愛情をたっぷり浴びた大根の味

は格別でした。私は、子ども達からもらってすぐに、生で葉っぱをむしゃむしゃ

と食べました。そして、その日の夜、食卓にサラダとして並べました。

たんぽぽ学級のみんな、ありがとう!ごちそうさまでした。

5年生がわら草履作りにチャレンジしました。

5年生の子ども達は、教育集会所の齋藤さんや田牧さんからご指導いただき、わら草履作りに挑戦

しました。10月21日 (木)に、予めわらを木槌でだたき、柔らかくする作業を行いました。そして、

10月 22日 (金)1こは黒瀬市民間の2階でわら草履を作りました。はじめはなかなか要領がつかめな

かった子ども達も、編み進めていくうちに上手になり、最後の方はみんなわら草履作りの職人の顔に

なっていました。出来上がったわら草履を見て、どの子も満足げでした。

これらの作品は作品展の時に体育館に展示されます。作っていたときの子ども達の一生懸命な姿を

想像しながらご覧ください。



浜郷小学校では、防災教育に力を入れ、毎年、 2・4・6年生が地震体験車を使って地震体験を行

っています。今年も、三重県の防災対策部より防災啓発員の金城さん、角谷さんのお二人に来ていた

だいて、防 災教育をしていただきました。

最初のお話は、密を避けるため才ンライノで校長室から各教室に配信し、子どもたちは自分の教室

で話を聞きました。「もしも地震が起こったらどのように身を守ると良いか」については、「学校の教

室にいるときなら、机などの下にもぐりましょう。机 がない所であれば、木とかカバンなどを頭の」二

その後、2年生から順番に地震体験車に乗せてもらい地震体験をしました。子どもたちは3人一組

になり、平 然とした顔で体験車に乗り込みました。しかし、地 震が起こった状態を疑似体験すると、

私も子どもたちと同じよう1こ体験させていただきましたが、強い震度になると大人の体でも身をか

がめて踏ん張っても保っていることができなくなりました。

天災は忘れたころにやってくる!』と昔から言われていますが、啓発員の方は、「今から30年

の間1こ、南海トラフ地震等の大きな地震がやってくる 1」ど言われました。ただ、怖い怖いと恐れる

だげでなく、万が一起こった時のことを考え十分に備えをしておきましょう

〈11月の行 事予定〉

1日 (月) 6年生はま☆スタ (2・3限目)

後期第1回委員会 (6限目)

3日 (水)文化の日

8円 (月) 3年生校外学習 (防災センター)

作品展示週間 (15:00～18 : 00)

9日 (火)作品展示週間 (15 : 00～18 : 00)

後期役員認証式

10日 (水)職員、研修のため14:05下校

11 日 (木)作品展示週間 (15 : 00～18 : 00)

12日 (火)作品展示週間最終日

(12 : 00～13:30)

17日 (水)4年生校外学習 (ぎゅうとら)

18日 (木)修学旅行1日目

19日 (金)修学旅行2日目

22日 (月) 5年生校外学習 (河崎商人館)

23日 (火)勤労感謝の日

29日 (月)第2回ふれあい集会

後期第2回委員会 (6限目)


